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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原液および噴射剤からなるエアゾール組成物において、原液が油成分、水および親油性
界面活性剤からなり、噴射剤がジメチルエーテルおよび炭酸ガスからなり、
前記原液が油成分３～４０重量％、親油性界面活性剤０．１～１０重量％および水６０～
９０重量％からなり、
前記原液を７０～９５重量％、前記ジメチルエーテルを４～２５重量％および前記炭酸ガ
スを０．０１～１０重量％含有する冷却感のある油中水型泡状エアゾール組成物。
【請求項２】
　親油性界面活性剤のＨＬＢが９以下である請求項１記載の冷却感のある油中水型泡状エ
アゾール組成物。
【請求項３】
　噴射剤中のジメチルエーテルの含有量が１０～９９．７重量％である請求項１または２
記載の冷却感のある油中水型泡状エアゾール組成物。
【請求項４】
　界面活性剤と油成分を含む油相、および水溶性成分を含む水相を容器内に分注したのち
、ジメチルエーテルおよび炭酸ガスを充填、振とうすることにより油中水型エマルジョン
を形成することを特徴とする請求項１記載の冷却感のある油中水型泡状エアゾール組成物
の製造方法。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は油中水型泡状エアゾール組成物およびその製造方法に関する。さらに詳しくは、
ジメチルエーテルを配合した冷却感のあるクリーム状の泡沫を与える油中水型泡状エアゾ
ール組成物およびその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、油中水型エアゾール組成物を調製するためには、各成分を加温し、たとえばホモミ
キサーなどで攪拌することが必要であるため、その操作が非常に煩雑であった。そのうえ
、処方や製造条件の設計を充分に行った場合でも、大量生産時においては、得られる油中
水型エアゾール組成物にばらつきが生じ、管理が困難となったり、また使用時のべたつき
を減少させるために水分含量を増加させると、原液の粘度が上昇して乳化性がわるくなり
、層分離がおこりやすくなるという問題がある。
【０００３】
特開平６－３２９５３２号公報には、油成分３～５０重量％、非イオン性界面活性剤０．
１～１０重量％および水成分５０～９５重量％を含有してなる原液５０～９７重量％およ
び液化ガス３～５０重量％とからなる油中水型エアゾール組成物およびその製造方法が記
載されている。この組成物は、特定の界面活性剤が少なくともいずれか一方に配合された
特定の配合割合の油成分および水成分とを混合した原液を用い、保存安定性および皮膚や
頭髪などに対する親和性にすぐれ、さっぱりとした使用感を与えるものである。この組成
物では液化ガスとしておもに液化石油ガス（ＬＰＧ）を使用しているが、ＬＰＧは水に溶
解せず、極性が小さいため、乳化物は安定である。
【０００４】
エアゾール製品に用いられている他の液化ガスとしてはジメチルエーテルがある。これは
両媒性物質であって、極性を有するため、液化石油ガスとは異なった噴射特性を有してい
る。しかし、油中水型エアゾール組成物にジメチルエーテルを配合すると、組成物の乳化
が破壊されるという問題があり、ジメチルエーテルを配合することはできなかった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、安定なエマルジョンを形成し、冷却感のあるクリーム状の泡沫を与える油中水
型泡状エアゾール組成物を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
前記問題を解決するために検討した結果、一般的にはジメチルエーテルを配合するとエマ
ルジョンを形成しがたく、またはエマルジョンの安定性はわるくなるが、さらに炭酸ガス
を配合することによって、ジメチルエーテルを含有しているにもかかわらず、エマルジョ
ンの安定性が向上することを見いだし、本発明を完成するに至った。
【０００７】
すなわち、本発明は、
原液および噴射剤からなるエアゾール組成物において、原液が油成分、水および親油性界
面活性剤からなり、噴射剤がジメチルエーテルおよび炭酸ガスからなる油中水型泡状エア
ゾール組成物（請求項１）、
原液が油成分０．１～５０重量％、親油性界面活性剤０．１～１０重量％および水５０～
９５重量％からなる請求項１記載の油中水型泡状エアゾール組成物（請求項２）、
原液を６０～９８重量％、ジメチルエーテルを１～３０重量％および炭酸ガスを０．０１
～１０重量％含有する請求項１または２記載の油中水型泡状エアゾール組成物（請求項３
）、
親油性界面活性剤のＨＬＢが９以下である請求項１または２記載の油中水型泡状エアゾー
ル組成物（請求項４）、
噴射剤中のジメチルエーテルの含有量が１０～９９．７重量％である請求項１、２または
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３記載の油中水型泡状エアゾール組成物（請求項５）、および
界面活性剤と油成分を含む油相、および水溶性成分を含む水相を容器内に分注したのち、
ジメチルエーテルおよび炭酸ガスを充填、振とうすることにより油中水型エマルジョンを
形成することを特徴とする請求項１記載の油中水型泡状エアゾール組成物の製造方法（請
求項６）
に関する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明のエアゾール組成物は、原液が油成分、水および親油性界面活性剤からなり、噴射
剤がジメチルエーテルおよび炭酸ガスからなることを特徴とする油中水型（Ｗ／Ｏ型）泡
状エアゾール組成物である。
【０００９】
前記親油性界面活性剤は、油中水型エアゾール組成物を得るために乳化剤として作用する
成分である。このような親油性界面活性剤としては、非イオン型界面活性剤、陰イオン型
界面活性剤、陽イオン型界面活性剤、両性型界面活性剤、高分子界面活性剤、天然界面活
性剤などのなかから、親油性のものを単独でまたは適宜２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。
【００１０】
前記非イオン型界面活性剤としては、たとえばソルビタンモノラウレート、ソルビタンモ
ノパルミテート、ソルビタンモノステアレート、ソルビタンセスキステアレート、ソルビ
タンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート、ソルビタントリオレエートなどのソ
ルビタン脂肪酸エステル類；グリセリルモノステアレート、グリセリルモノオレエートな
どのグリセリン脂肪酸エステル類；デカグリセリルトリステアレート、デカグリセリルト
リオレエートなどのデカグリセリン脂肪酸エステル類；ジグリセリルモノオレエート、テ
トラグリセリルモノオレエートなどのポリグリセリン脂肪酸エステル類；ＰＯＥ（ｎ）－
ソルビットテトラオレエートなどのポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル類；Ｐ
ＯＥ（ｎ）－モノステアレート、ＰＯＥ（ｎ）－モノオレエートなどのポリエチレングリ
コール脂肪酸エステル類；ＰＯＥ（ｎ）－セチルエーテル、ＰＯＥ（ｎ）－ステアリルエ
ーテル、ＰＯＥ（ｎ）－オレイルエーテルなどのポリオキシエチレンアルキルエーテル類
；ＰＯＥ（ｎ）ＰＯＰ（ｍ）－セチルエーテル、ＰＯＥ（ｎ）ＰＯＰ（ｍ）－デシルテト
ラデシルエーテルなどのポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル類；
ＰＯＥ（ｎ）－ノニルフェニルエーテル、ＰＯＥ（ｎ）－オクチルフェニルエーテルなど
のポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル類；ＰＯＥ（ｎ）－ヒマシ油、ＰＯＥ（
ｎ）－硬化ヒマシ油などのポリオキシエチレンヒマシ油・硬化ヒマシ油類やポリオキシエ
チレンヒマシ油誘導体；ＰＯＥ（ｎ）－ステアリルアミン、ＰＯＥ（ｎ）－オレイルアミ
ン、ＰＯＥ（ｎ）－ステアリン酸アミド、ＰＯＥ（ｎ）－オレイン酸アミドなどのポリオ
キシエチレンアルキルアミン・脂肪酸アミド類などがあげられる。なお、前記（ｎ）は（
ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）の重合数を、前記（ｍ）は（ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ）の重合数を、前記Ｐ
ＯＥはポリオキシエチレンを、前記ＰＯＰはポリオキシプロピレンを表わす。
【００１１】
前記陰イオン型界面活性剤としては、たとえばアルキル硫酸塩、ポリオキシエチレンアル
キルエーテル硫酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルメチルタウリン塩、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテル酢酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエー
テルリン酸塩、セッケン用素地、ラウリン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウムなどの
脂肪酸セッケン、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸カリウムなどの高級アルキル硫
酸エステル塩、ＰＯＥラウリル硫酸トリエタノールアミン、ＰＯＥラウリル硫酸ナトリウ
ムなどのアルキルエーテル硫酸エステル塩、ラウロイルサルコシンナトリウムなどのＮ－
アシルサルコシン酸、Ｎ－ミリストイル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム、ヤシ油脂肪酸
メチルタウリッドナトリウム、ラウリルメチルタウリッドナトリウムなどの高級脂肪酸ア
ミドスルホン酸塩、ＰＯＥオレイルエーテルリン酸ナトリウム、ＰＯＥステアリルエーテ
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ルリン酸などのリン酸エステル塩、ジ－２－エチルヘキシルスルホコハク酸ナトリウム、
モノラウロイルモノエタノールアミドポリオキシエチレンスルホコハク酸ナトリウム、ラ
ウリルポリプロピレングリコールスルホコハク酸ナトリウムなどのスルホコハク酸塩、リ
ニアドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、リニアドデシルベンゼンスルホン酸トリエ
タノールアミン、リニアドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムなどのアルキルベンゼン
スルホン酸塩、Ｎ－ラウロイルグルタミン酸モノナトリウム、Ｎ－ステアロイルグルタミ
ン酸ジナトリウム、Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸モノナトリウムなどのＮ－アシ
ルグルタミン酸塩、硬化ヤシ油脂肪酸グリセリン硫酸ナトリウムなどの高級脂肪酸エステ
ル硫酸エステル塩、ロート油などの硫酸化油、ＰＯＥアルキルエーテルカルボン酸、ＰＯ
Ｅアルキルアリルエーテルカルボン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、高級脂肪酸エス
テルスルホン酸塩、二級アルコール硫酸エステル塩、高級脂肪酸アルキロールアミド硫酸
エステル塩、ラウロイルモノエタノールアミドコハク酸ナトリウム、Ｎ－パルミトイルア
スパラギン酸ジトリエタノールアミン、カゼインナトリウムなどがあげられる。
【００１２】
前記陽イオン型界面活性剤としては、たとえばアルキルアンモニウム塩、塩化ステアリル
トリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウムなどのアルキルトリメチ
ルアンモニウム塩、塩化ジステアリルジメチルアンモニウムなどのジアルキルジメチルア
ンモニウム塩、塩化ポリ（Ｎ，Ｎ′－ジメチル－３，５－メチレンピペリジニウム）、塩
化セチルピリジニウムなどのアルキルピリジニウム塩、アルキル四級アンモニウム塩、ア
ルキルジメチルベンジルアンモニウム塩などのアルキルベンジルアンモニウム塩、アルキ
ルイソキノリニウム塩、ジアルキルモルホニウム塩、ＰＯＥアルキルアミン、アルキルア
ミン塩、ポリアミン脂肪酸誘導体、アミルアルコール脂肪酸誘導体、塩化ベンザルコニウ
ム、塩化ベンゼトニウムなどがあげられる。
【００１３】
前記両性型界面活性剤としては、たとえば酢酸ベタイン、イミダゾリウムベタイン、２－
ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－イミダゾリンナ
トリウム、２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロ
キシ２ナトリウム塩などのイミダゾリン系両性型界面活性剤、２－ヘプタデシル－Ｎ－カ
ルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルジメチルア
ミノ酢酸ベタイン、アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタインなどのベタイン
系両性型界面活性剤などがあげられる。
【００１４】
前記高分子界面活性剤としては、たとえばアルギン酸ナトリウム、トラガカントゴムなど
があげられる。
【００１５】
前記天然界面活性剤としては、たとえばレシチン、サポニン、大豆リン脂質、大豆リゾリ
ン脂質液などがあげられる。
【００１６】
本発明の親油性界面活性剤のＨＬＢ値は、９以下であることが好ましい。９をこえる場合
、Ｏ／Ｗ型エマルジョンとなる傾向がある。
【００１７】
前記原液に用いられる油成分は、皮膚や毛髪に対する浸透性や光沢を付与したり、保護し
てその健康な状態を維持し、伸展性を良好にするための成分である。このような油成分と
しては、炭化水素、エステル油、高級脂肪酸、シリコーン、油脂、ろうなどから選ばれた
少なくとも１種であることが好ましい。
【００１８】
炭化水素としては、ｎ－ヘキサン、ｉ－ヘキサン、ケロシン、石油エーテル、流動パラフ
ィン、スクワレン、スクワラン、ワセリン、パラフィン、イソパラフィンなどがあげられ
る。
【００１９】
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エステル油としては、ミリスチン酸イソプロピル、オクタン酸セチル、ミリスチン酸オク
チルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、ステアリン酸ブチル、ミリスチン酸ミリスチ
ル、オレイン酸デシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、ステアリン酸イソセチル、イソス
テアリン酸イソセチル、酢酸ラノリン、酢酸エチル、酢酸ブチル、オレイン酸オレイル、
セトステアリルアルコール、アジピン酸ジイソブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバ
シン酸ジオクチル、ミリスチン酸ヘキシルデシル、パルミチン酸イソセチル、アジピン酸
－２－ヘキシルデシルなどがあげられる。
【００２０】
高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘニ
ン酸、オレイン酸、イソステアリン酸、リノール酸、リノレイン酸、エイコサペンタエン
酸（ＥＰＡ）、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）などがあげられる。
【００２１】
シリコーンとしては、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチル
ハイドロジェンポリシロキサン、デカメチルポリシロキサン、テトラメチルテトラハイド
ロジェンポリシロキサンなどがあげられる。
【００２２】
油脂としては、アボガド油、ツバキ油、タートル油、マカデミアナッツ油、トウモロコシ
油、ミンク油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ油、アマニ油、サフラワー油、ホ
ホバ油、麦芽油、ヤシ油、パーム油、硬化ヒマシ油などがあげられる。
【００２３】
ロウとしては、ミツロウ、ラノリン、酢酸ラノリン、カンデリラロウ、カルナウバロウ、
鯨ロウ、モンタンロウなどがあげられる。
【００２４】
前記原液に用いられる水成分は、得られる油中水型エアゾール組成物が、さっぱりとした
使用感を呈するようにするための成分である。かかる水成分にはとくに制限がなく、通常
のエアゾール組成物に用いられる蒸留水、イオン交換水などの精製水などを用いることが
できる。
【００２５】
原液中における油成分の含有量は、０．１～５０重量％であることが好ましく、３～４０
重量％であることがより好ましい。０．１重量％未満の場合、振とうして乳化物を得るこ
とができず、５０重量％をこえる場合、原液に粘性がなくなり、泡沫にならない。
【００２６】
原液中における親油性界面活性剤の含有量は、０．１～１０重量％であることが好ましく
、０．５～７重量％であることがより好ましい。０．１重量％未満の場合、エマルジョン
を形成せず、１０重量％をこえる場合、使用感においてべとつきを感じる。
【００２７】
原液中における水の含有量は、５０～９５重量％であることが好ましく、６０～９０重量
％であることがより好ましい。５０重量％未満の場合、原液に粘性がなくなり、泡沫にな
らなず、９５重量％をこえる場合、エマルジョンを形成することができない。
【００２８】
本発明のエアゾール組成物においては、噴射剤としてジメチルエーテルを使用し、さらに
炭酸ガスを添加する。前記組成の原液にジメチルエーテルを添加しても乳化しないが、炭
酸ガスを添加することによって乳化する。
【００２９】
本発明のエアゾール組成物における原液の含有量は、６０～９８重量％であることが好ま
しく、７０～９５重量％であることがより好ましい。６０重量％未満の場合、エアゾール
組成物に粘性がなくなり、泡沫にならず、９８重量％をこえる場合も泡沫にならず、冷感
もえられない。
【００３０】
ジメチルエーテルの含有量は、エアゾール組成物中１～３０重量％であることが好ましく
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、４～２５重量％であることがより好ましい。１重量％未満の場合、冷感を得ることがで
きず、３０重量％をこえる場合、乳化物を得ることができない。
【００３１】
炭酸ガスの含有量は、０．０１～１０重量％であることが好ましく、０．０５～８重量％
であることがより好ましい。０．０１重量％未満の場合、発泡せず、また乳化物も得られ
ず、１０重量％をこえる場合、エアゾール缶内が高圧になりすぎて、安全性に問題が生じ
る。
【００３２】
また、噴射剤中、ジメチルエーテルの含有量は１０～９９．７重量％であることが好まし
く、２０～９９重量％であることがより好ましい。１０重量％未満の場合、組成物を乳化
することができるが、冷感が得られず、９９．７重量％をこえる場合、冷感は得られるも
のの、組成物を乳化することができなくなる傾向がある。
【００３３】
本発明の油中水型泡状エアゾール組成物の原液中には、油成分、親油性界面活性剤、水の
ほか、用途に応じてアルコール類、高分子化合物などを配合することができる。
【００３４】
アルコール類としては、低級アルコールとしてエタノール、プロパノール、イソプロパノ
ール、イソブチルアルコール、ｔ―ブチルアルコールなどがあげられる。多価アルコール
としてはエチレングリコール、プロピレングリコール、１，３―ブチレングリコールなど
の２価のアルコール、グリセリン、トリメチロールプロパンなどの３価のアルコール、ペ
ンタエリスリトリールなどの４価のアルコール、キシリトールなどの５価のアルコール、
ソルビトール、マンニトールなどの６価のアルコール、ジエチレングリコール、ジプロピ
レングリコール、トリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ジグリセリン、
ポリエチレングリコール、トリグリセリンなどの多価アルコールの重合体、エチレングリ
コールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコー
ルモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテル、エチレングリコー
ルイソプロピルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコール
モノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコー
ルモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコ
ールエチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテルなどのアルコールアルキル
エーテル、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモ
ノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プ
ロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテートなどのアルコールエーテルエステル
などがあげられる。
【００３５】
高級アルコールとしては、たとえばラウリルアルコール、セチルアルコール、ステアリル
アルコール、ベヘニルアルコール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコールなどの直
鎖アルコール、モノステアリルグリセリンエーテル、ラノリンアルコール、ヘキシルドデ
カノール、イソステアリルアルコール、オクチルドデカノールなどの分岐鎖アルコールな
どがあげられる。
【００３６】
高分子化合物としては、天然水溶性高分子として、寒天、カゼイン、デキストリン、ゼラ
チン、ペクチン、デンプン、アルギン酸ナトリウム、メチルセルロース、エチルセルロー
ス、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ニトルセルロース、
結晶セルロースなどがあげられ、合成水溶性高分子として、ポリビニルアルコール、ポリ
ビニルメチルエーテル、ポリビニルピロリドン、カルボキシビニルポリマー、ポリエチレ
ンイミン、ポリアクリル酸ナトリウムなどがあげられ、目的とする用途に応じて一種以上
が用いられる。
【００３７】
さらに、製品の目的に応じて有効成分を配合することができる。有効成分としては、頭髪
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用セット剤、保湿剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、抗菌剤などのほか、各種有効成分があ
げられる。
【００３８】
前記頭髪用セット剤としては、両性型としてジアルキルアミノエチル（メタ）アクリレー
ト－（メタ）アクリル酸アルキルエステル共重合体、アクリル酸オクチルアミド－アクリ
ル酸ヒドロキシプロピル－メタクリル酸ブチルアミノエチル共重合体が、ノニオン型とし
てはビニルピロリドン－酢酸ビニル共重合体、アクリル酸ヒドロキシエチル－アクリル酸
ブチル－アクリル酸メトイシエチル共重合体が、アニオン型としてはアクリル酸アルカノ
ールアミンが、カチオン型としてはビニルピロリドン－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメ
タクリル酸共重合体硫酸塩、ヒドロキシエチルセルロース・ジメチルジアリルアンモニウ
ムクロリドが、エマルジョン型としてはアクリル酸アルキル共重合体エマルジョン、アク
リル酸アルキル－スチレン共重合体エマルジョンがあげられる。
【００３９】
前記保湿剤としては、たとえばポリエチレングリコール、プロピレングリコール、グリセ
リン、１，３－ブチレングリコール、キシリトール、ソルビトール、マルチトール、コン
ドロイチン硫酸、ヒアルロン酸、ムコイチン硫酸、カロニン酸、アテロコラーゲン、コレ
ステリル－１２－ヒドロキシステアレート、乳酸ナトリウム、胆汁酸塩、ｄｌ－ピロリド
ンカルボン酸塩、短鎖可溶性コラーゲン、ジグリセリン（ＥＯ）ＰＯ付加物、イサイヨバ
ラ抽出物、セイヨウノキギリソウ抽出物、メリロート抽出物などがあげられる。
【００４０】
前記紫外線吸収剤としては、たとえばパラアミノ安息香酸などの安息香酸系紫外線吸収剤
、アントラニル酸メチルなどのアントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸オクチル、サ
リチル酸フェニル、サリチル酸ホモメチルなどのサリチル酸系紫外線吸収剤、パラメトキ
シケイ皮酸イソプロピル、パラメトキシケイ皮酸オクチル、パラメトキシケイ皮酸２－エ
チルヘキシル、ジパラメトキシケイ皮酸モノ－２－エチルヘキサン酸グリセリル、〔４－
ビス（トリメチルシロキシ）メチルシリル－３－メチルブチル〕－３，４，５－トリメト
キシケイ皮酸エステルなどのケイ皮酸系紫外線吸収剤、２，４－ジヒドロキシベンゾフェ
ノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベ
ンゾフェノン－５－スルホン酸、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン－５－ス
ルホン酸ナトリウムなどのベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ウロカニン酸、ウロカニン酸
エチル、２－フェニル－５－メチルベンゾキサゾール、２－（２′－ヒドロキシ－５′－
メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４′－メトキシベンゾイ
ルメタンなどがあげられる。
【００４１】
酸化防止剤としては、たとえばアスコルビン酸、α－トコフェロール、ジブチルヒドロキ
シトルエン、ブチルヒドロキシアニソールなど、抗菌剤としては、たとえば安息香酸、サ
リチル酸、石炭酸、ソルビン酸、パラオキシ安息香酸エステル、パラクロルメタクレゾー
ル、ヘキサクロロフェン、塩化ベンザルコニウム、塩化クロルヘキシジン、トリクロロカ
ルバニリド、感光素、フェノキシエタノールなどがあげられる。
【００４２】
前記各種有効成分としては、たとえばビタミンＡ油、レチノール、パルミチン酸レチノー
ル、イノシット、塩化ピリドキシン、ニコチン酸ベンジル、ニコチン酸アミド、ニコチン
酸ｄｌ－α－トコフェロール、アスコルビン酸リン酸マグネシウム、ビタミンＤ2（エル
ゴカシフェロール）、ｄｌ－α－トコフェロール、酢酸ｄｌ－α－トコフェロール、パン
トテン酸、ビオチンなどのビタミン類、エストラジオール、エチニルエストラジオールな
どのホルモン、アルギニン、アスパラギン酸、シスチン、システイン、メチオニン、セリ
ン、ロイシン、トリプトファンなどのアミノ酸、アラントイン、グリチルレチン酸、アズ
レン酸などの抗炎症剤、アルブチンなどの美白剤、酸化亜鉛、タンニン酸などの収斂剤、
Ｌ－メントール、カンフルなどの清涼剤やイオウ、塩化リゾチーム、塩酸ピリドキシン、
γ－オリザノールなどの薬剤、たとえばドクダミエキス、オウバクエキス、メリロートエ
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キス、オドリコソウエキス、カンゾウエキス、シャクヤクエキス、サボンソウエキス、ヘ
チマエキス、キナエキス、ユキノシタエキス、クララエキス、コウホネエキス、ウイキョ
ウエキス、サクラソウエキス、バラエキス、ジオウエキス、レモンエキス、シコンエキス
、アロエエキス、ショウブ根エキス、ユーカリエキス、スギナエキス、セージエキス、タ
イムエキス、茶エキス、海藻エキス、キューカンバーエキス、チョウジエキス、キイチゴ
エキス、メリッサエキス、ニンジンエキス、カロットエキス、マロニエエキス、モモエキ
ス、桃葉エキス、クワエキス、ヤグルマギクエキス、ハマメリス抽出液、プラセンタエキ
ス、胸線抽出物、シルク抽出液などの各種の抽出液があげられる。また、前記薬物は遊離
の状態で使用されるほか、造塩可能なものは酸または塩基の塩の型で、またカルボン酸基
を有するものはそのエステルの形で使用することができる。
【００４３】
前記有効成分を含有する油中水型泡状エアゾール組成物の用途（製品例）としては、たと
えばセット剤、トリートメント剤、艶出剤、艶消剤、染毛剤、脱色剤などの頭髪用品；ク
レンジング剤（頭皮の油落とし）などの頭皮用品；クレンジング剤、保湿剤、ビタミン剤
、美白剤、プレ（アフター）シェーブローション、収斂剤、日焼止め、消炎鎮痛剤、殺菌
剤、水虫薬、消臭剤、制汗剤、香水、忌避剤などの皮膚用品；前記人体用品以外にも、ガ
ラスクリーナー、艶出剤などの家庭・自動車用品などがあげられる。
【００４４】
本発明のエアゾール組成物は、界面活性剤と油成分を含む油相、および水溶性成分を含む
水相を容器（エアゾール用耐圧容器）内に分注したのち、ジメチルエーテルおよび炭酸ガ
スを充填、振とうすることにより製造することができる。また、原液をあらかじめ乳化さ
せておいて、そののちにジメチルエーテルおよび炭酸ガスを添加することもできる。
【００４５】
前記エアゾール用耐圧容器にはとくに限定がなく、通常用いられる容器を適用することが
できる。また、該エアゾール用耐圧容器内に油中水型エアゾール組成物を充填する際には
、安全性の面から、通常製品の内圧が３５℃で８ｋｇ／ｃｍ2・Ｇ以下であることが好ま
しく、７ｋｇ／ｃｍ2・Ｇ以下であることがより好ましい。
【００４６】
本発明の製造方法は、複雑な工程を必要とせず、簡便にエアゾール組成物を製造しうる方
法であり、当該製造方法によって得られるエアゾール組成物は、油中水型エマルジョンで
あるにもかかわらず、冷却感のあるクリーム状の泡沫を形成する（一般的な泡状エアゾー
ル組成物はＯ／Ｗ型である）。さらに該エアゾール組成物は、乳化安定性にすぐれ、また
皮膚や頭髪などに対する刺激が少なく親和性にすぐれ、さらにべたつきがなくさっぱりと
した使用感を与えることから、たとえば化粧品、医薬部外品、医薬品などに好適に使用す
ることができる。
【００４７】
【実施例】
つぎに、本発明のエアゾール容器およびそれを用いたエアゾール組成物の品質保持方法を
実施例に基づいて具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【００４８】
実施例１～３および比較例１～３
油成分としてパルミチン酸イソプロピル７．５重量％、ホホバオイル７．５重量％、親油
性界面活性剤としてペンタオレイン酸デカグリセリル（日光ケミカルズ（株）製、Ｄｅｃ
ａｇｌｙｎ５－０、ＨＬＢ３．５）１．０重量％、および精製水８４．０重量％から原液
を調製した。
【００４９】
得られた原液をエアゾール容器内に分注し、バルブを取り付けたのち、表１に示す組成に
なるようにジメチルエーテルおよび炭酸ガスを順次充填した。充填後、振とうして油中水
型エアゾール組成物を得た。
【００５０】
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以下に示す方法で、エアゾール組成物を透明な耐圧性のガラス瓶に充填して評価した。
【００５１】
（乳化のしやすさ）
エアゾール製品を手で振とうし、以下の基準にしたがって目視により乳化のしやすさを判
定した。
○　：　３０秒以内に乳化
△　：　３０～１８０秒で乳化
×　：　乳化せず
【００５２】
（乳化安定性）
乳化した組成物を２５℃にて放置し、以下の基準にしたがって目視観察により評価した。
○　：　３０日間放置しても分離せず
△　：　３０日間放置すると分離するが、振とうすると直ちに乳化
×　：　振とうしても乳化しない
【００５３】
（冷却感）
乳化した組成物を腕に噴射し、以下の基準にしたがって評価した。
○　：　９割以上の人が冷却感を感じると評価
△　：　３～９割の人が冷却感を感じると評価
×　：　３割未満の人が冷却感を感じると評価
【００５４】
【表１】

【００５５】
本発明の組成物は（実施例1～３）、乳化のしやすさ、乳化安定性、冷却感に優れている
。一方、炭酸ガスを含有しない比較例１では、まったく乳化せず、ジメチルエーテルを含
有しない比較例２では冷却感が得られず、また、原液の添加量が少なく、ジメチルエーテ
ルの添加量が多い比較例３では、まったく乳化しなかった。
【００５６】
比較例４
油成分としてパルミチン酸イソプロピル７．５重量％、ホホバオイル７．５重量％、界面
活性剤としてデカグリセリルジイソステアレート（日光ケミカルズ（株）製、Ｄｅｃａｇ
ｌｙｎ２－ＩＳ、ＨＬＢ１０．０）１．０重量％、および精製水８４．０重量％から原液
を調製した。
【００５７】
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得られた原液８８．５重量％をエアゾール容器内に分注し、バルブを取り付けたのち、ジ
メチルエーテル１０重量％、および炭酸ガス１．５重量％を順次充填した。
【００５８】
得られたエアゾール組成物では、ＨＬＢが１０以上の親水性界面活性剤を使用したため、
原液が油中水型にならず、泡沫を形成しなかった。
【００５９】
比較例５
油成分としてパルミチン酸イソプロピル７０重量％、親油性界面活性剤としてペンタオレ
イン酸デカグリセリル（日光ケミカルズ（株）製、ＤｅｃａｇｌｙｎＰＲ５－０、ＨＬＢ
３．５）２．０重量％、および精製水２８．０重量％から原液を調製した。
【００６０】
得られた原液８８．５重量％をエアゾール容器内に分注し、バルブを取り付けたのち、ジ
メチルエーテル１０重量％、および炭酸ガス１．５重量％を順次充填した。
【００６１】
得られたエアゾール組成物では、油成分の添加量が多く、水の添加量が少ないので、原液
に粘性がなく、泡沫を形成しなかった。
【００６２】
【発明の効果】
本発明によれば、エアゾール組成物が安定なエマルジョンを形成し、炭酸ガスを含有する
ためにクリーム状になるとともに、ジメチルエーテルを含有するため冷却感のある油中水
型泡状エアゾール組成物を得ることができる。また、裸火を近づけても着火しにくいため
、火気に対する安全性に優れている。
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